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これ らの大がか掛りな機器類は 「しらせ」 という強力な
輸送手段を得て始めて可能となった.ま た慢性化してい
る昭和基地の燃料不足も 「しらせ」により一挙に解決す




が昭和基地 目前の45海里附近で幅5～6海 里,厚 さ4～
10[nのハンモックアイス帯で12月17日から1月5日 ま
での18日間難航した時は,物資輸送の面から心配された




















やまと野外調査を断念した後は,予 定通 り,ベス トボブ
デ,ア ウス トホプデ,イ ンホプデ地区3ケ 所で定常測地
部門と共同で,地 質,岩 石 ・古地磁気,基 準点測量の各
調査を実施し,さ らにスカルプスネス地区においても地
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れ を告 げ 昭 和 基地 を 反転 北 上 し.第 二 の 調 査 地 域 で あ る
セ ール ロ ン ダー ネ 山 地調 査の ため ブ ラ イ ド湾 に 向 った.
セ ー ル ロ ン ダー ネ 山地 調 査 は24次隊 が 実 施 した 予 備 調
査 を受 け,将 来建 設 が予 定 され て い る 「セ ー ル ロ ンダ ー
ネ観 測 拠 点」 候 補地 選 定 の た めの 調 査 と地 質,測 地 等 の
地学 予察 調 査 が そ のn的 で あ った.ブ ラ イ ド湾 ま で の 来
状 は必 ず し も楽 に航 走 で き る状 態 で は な く.24次隊 よ り
l　l1多くかか り,2月3|1深 夜 ブ ラ イ ド湾 に到 着 した,
翌4「1に は24次隊 の 設 『亡したGO地 点 、30マイル(海llり
輸送 拠 点 の 偵 察 を実 施 し.埋 労 した と思 われ るGOに 代
る新LO地 点 の 設 置 と,30マ イル 拠 点 の 東経24度線 」:へ
の 移動 を実 施 した.ま た ア ザ ラ シ岩 まで の 偵察 も実 施 し
た.本 格 的 オペ レー シ ョン は 天候 が 回 復 した7.8[1か
ら始 め,SM40雪1二 車 の 艦 上 ス リ ング と組 立,30マ イ
ル拠 点 で の仮 小 舎の 空 輸 と組 立.ス ノー モ ー ビル隊 の 空
輸等 の作 業 が 悪 天 に 悩 ま され な が らも 無 」1:終了 し,第24
次隊 の 強 力な 支援 を受 け ス ノー モ ー ビル隊4名 、雪 上 軍
隊6名 か らな る 調 査 が実 施 され た.調 査 隊 は 拠 点 候 補 地
と して アザ ラ シ 岩,そ の 東 南15km地 点 の2点 を調 査
し,さ らに ア ウス トホ ー ゲ ン,ア ザ ラ シ岩,ブ ラ ッ トン
ツ パ ー ネ で の 基 準点 測 量 を含 む 地 学 調 査 を実 施 した.こ
の 調 査 の途 中 に は,永 田所 長 自 らヘ リに 乗 り2拠 点候 補
地 へ 出向 き、 現 場 を 視察 され た.一 方 「し らせ 」 は ブ ラ
イ ド湾 や グ ン ネル ス バ ン クで の　BIOMASS調 査 や 海 洋
定常 の観 測 計 画 を持 って お り,天 候 不 良.時に は これ らの
観 測 を実 施 し た,セ ー ル ロ ングー ネの オ ペ レー シ ョ ンは
悪 天 候に 悩 ま され な が ら も.2月23|1に無 」`終tした.
しか し.こ の 直 前 「し らせ 」 乗Uに 急 病 患 κが 発 生 し た
た め.帰 路 に 予定 して い た海 洋 定 常 観 測 を急 逝11111二し.
緊 急 入港 の た め ケ ー プ タ ウ ンに 商 った,ケ ー プ タ ウ ン以
降 は,予 定 通[)の行動 を取 り,昭 和59{F4月19|1東京 に
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南極観測隊便 り
第25次越冬隊の近況
越 冬 生 活 も3分 の1を 過 ぎ.ま も な く ミッ ドウ ィンタ
ー を迎 え よ う と して い る .太 陽 は,正 午 をは さみ2時 間
邪 魔 地.1:を照 す の み と なD,5月 末 に は 地 平 繰 下 に 沈
み,そ の 後2ケ 月間 は夜 の み の 生 活 とな る,
南 極の 初 冬期 と い え る この5月7～8日 に か け て 数 時
間 に わ た り雨 が降 り,気 温 も最 高+2.8二Cに達 した.過
去 の 降i・|'j記録 は1月 に7回,12月 に1回 あ るが5月 の 「.ii
は昭 和基 地 開 設 以 来 始 め ての.ill:であ る.こ の 時 な らぬ 初
冬の雨に傘のない昭和基地では屋外}こ出るのに支障をき

























名,同行者5名 は4月19n午前7時 半過ぎ,東 京港晴海
埠頭に全員元気に帰港した.

















ー トに帰って くる.2回 目の航海 は オース トラリアが
1ケ月間チャーターし,ケ ーシーとデーピス基地に補給
をしている.今 年は氷状が悪 く予定が2日遅れ,2月17












































る.パ イプラインが凍らないように2重 の パイプ を使
い,内 篇部で海水を汲み上げ,外 筒部で暖められ濃 くな
った海水を戻す工夫をしている.ま たゴミはモノレール
に吊下げたバケットに入れ,断 崖絶壁から投げ棄ててい







建 て ていた.昭 和基地の新発電棟よりも大きく,個 室
34,2人部屋4,洗 面所,医 務室などが揃っていた.
フランスの威信をかけて3年 前 から取 り組 ん でいる
のが滑走路の建設 で ある.ホ バー トからトランザール
Cl60という飛行機を飛ばすためには,少くとも1,100m
3
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の 滑走 路 を作 らね ば な らな い.基 地 の あ るペ トレル島 の
沖 に 北 か ら南 東 に か け て並 ん で い る五 つの 小 島 の 間 の 海
を埋 め て 滑 走 路 に しよ う とい う計 画 で あ り.北 側 の 二 つ
の 島 は す で に つ な が っ た.基 地 と独 立 し て生 活 出 来 る よ
うに,食 堂 や居 室 の完 備 した 作 業 員 の 建 物 と大 きな 建 設
機 械,車 軸 を 入れ る 車庫 は 完 成 して い た.パ ワー シ ョベ
ル2台,大 型 ダ ンプ2台.D4ブ ル1台 が さか ん に作 業
を して い た.長 さLloOm,　輻60m,海 抜5～6m.
45万m3の 大.1:`相ま当初 の5年 肚 画 で は とて も 無 理 の よ
うで,完 成 には7～8年 あ る い は10年 か か るか も しれ な
い と言 っ て いた.
荷 役 は 小 型 ヘ リ コプ ター と艀の2本 立 でや っ て い る.
わ ず か300～350kgしか1[Tlれな い 小型 ヘ リで あ る が,何
し ろ3分 ぐ らい で 船 と基 地 の 間 を往復 し 回数 を かせ ぐの
で,11|の 空 輸11}:は30～40トン に も な る.小lii|　Dが 出
来 るの で ス リ ングの 物 資 は 直 接 格 納 場 所 の 入 日に ドう す
こ とが 出 来、 地 上で の 積 替 え や 横 移動 が 無 く能 率 が極 め
て 良 い.そ ん な 訳 で こ こ で は 輸送 用 の トラ ックは1台 も
無 い.本 船 で 積 ん で 来 た 曳船 と艀ii'・.li:ら燃 料 輸 送 に 使 っ
て い た,艀 の 上 に燃 料 タ ン クを 置 き船 か ら燃 料 を移 し基
地 に 曳航 し陸 上の タ ンク に移 す.2時 間 に1向 く'らい の
割 合 で,50klの 汕 が1度 に 運 ばれ て い る.
船 に は観 測 隊 員が 居 住 す るほ どの 部屋 は 無 い の で,船
倉 に急 造 の プ レハ ブ小 屋 を設 け て い た.食 堂.厨 房,洗
面 所 も あ って 船 側 とは 全 く独 立 した生 活 を して い る.わ
ず か6n間 の 航 海 で あ るが,薄 暗 く窓 も 無 い船 倉 の 暮 し
は楽 では な さそ うで あ った.
6[1間の航 海 を終 え,ホ バ ー トで隊Uと と もに 型 どお
[)の人国 ,税 関 の 検 査 を終 え て 一ド船.波IE場 で 空 路 帰 国
す る夏 隊 員30数 名 と別 れ た.「印 度 洋.ス エ ズ を経 て35
11かけ て ル ア ー ブル に 直行 す る長 くて 暑い 航 海 だ 」 と、
うんざり








デ ュモ ン ・デ ュル ビル の船 着 き場50kl燃 料 タ ンク10基.左 端 は ヘ リポ ー ト







における砕氷船 ・雪上車 ・建築 ・基地の設営と設備の4
つの話題を軸に砕氷船のプロペラ設計から食料 ・衣服の
多岐にわた り総il.20編の研究発表や報告が行われ、興味
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挨 拶 楠 宏 国立 極 地 研 究所 長 事 務 代 理
1極 地 輸送 工 学 座 長 吉 田栄 夫(極 地 研)
1.砕 氷船 に つ い て 徳 永 陽 一 郎(日 本 造 船学 会)
2.　Designconsiderations　on　two　candidate　propeト
　　　 lers　for　icebreaking　vessel
笹 島 孝 夫,武 隈 克 義,加 用 芳 男







南 極雪 上 車 に つ い て
細 谷 ハ之(防 衛 庁 ・技 研 本 部)
On　an　experimental　air-cushion　vehicle　for　the
Antarctic　use
村 尾麟 一(青 山学 院 大 ・理 工),森 脇 喜 一
(極地 研),大 門 康 祐(三 井 造 船)
南 極航 空 機 使用 の 現 状 と展 望
村 越 望,佐 野 雅 史(極 地 研)
近 い将 来 の 南極 にお け る通 信 手 段
芳 野 越 夫(電 通 大),福 西 浩(極 地 研)
座 長 束 晃(北 大 ・工)
海 氷強 度 の 簡 単 な 推 定法 に つ い て
佐 伯 浩,小 野 敏 行,酒 井 雅 史(北 大 ・工)
泉 洌(東 海 大 ・札 幌)
海 氷盤 の 耐 荷 力 に つ い て
佐 伯 浩,小 野 敏 行(北 大 ・工)
山 田 満(三 井 造 船)
3.氷 掘削技術の展望 鈴木義男(北大 ・低温研)
m極 地エネルギー工学 座長 楠 宏(極 地研)










晃,森 山爾(北 大 ・工)
座長 川口貞男(極地研)









佐藤稔雄,平 山善吉(口 大 ・理工)
昭和基地の不燃化に伴う石膏部材の開発と石膏建
物の提案


























座長 東 児(北 大 ・工)
第9回 南極陽石シンポジウム
第9回 南 極 阻 石 シ ン ポ ジ ウ ム は,3月22日 一3月24日
の3日 間.当 研 究 所6階 講 堂 に お い て 開 催 さ れ た.発 表
件 数 は 昨 年 同 様58件 で あ っ た.ま た,シ ン ポ ジ ウ ム 最 終
日,酸 素 同 位 体 研 究 の 世 界 の 第 一 人 者,シ カ ゴ 大 学 エ ン
リ コ フ ェ ル ミ研 究 所 教 授,ロ バ ー ト ・ク レ ー トン 博 士 に
よ る 「酸 素 同 位 体 に つ い て 」 の 特 別 講 演 が 約2時 間 に わ
た っ て 行 わ れ た.3日 間 の 参 加 実 数 は115人 で,そ の う
ち 外 国 か ら は,米 国,カ ナ ダ,ブ ラ ジル,チ ェ コ ス ロ バ
キ ア,ポ ー ラ ン ド,オ ー ス ト ラ リ ア の6ケ 国 よ り9名 の
参 加 が あ り(う ち 招 待 者2名),そ の 他 ア ブ ス トラ ク トの
み の 参 加 が4件 あ っ た.発 表 内 容 は,明 石 探 査 か ら 明 石
の 物 理 ・化 学 ま で 多 岐 に わ た る と と も に,月 の 起 源 や,
宇 宙 空 間 で の 材 料 工 学 と い っ た 惑 星 科 学 の 新 し い 分 野 の
発 表 が 加 わ っ た.ま た,ト ピ ッ ク ス と し て,や ま と 山 脈
か ら,月 起 源 と 思 わ れ る 阻 石 が 見 出 さ れ た と い う 発 表 が
あ る な ど,盛 況 な シ ン ポ ジ ウ ム と な っ た.
こ れ らの 講 演 内 容 は,当 研 究 所 よ り英 文 の 特 別 号 と し
て 公 表 さ れ る 予 定 で あ る,ま た,演 者 及 び 演 題 は 以 下 の
通 り で あ る.
1、　 Katsushima　T,,　Nishio　F.,　Ohmae　H.,　Ishikawa　M.




　 　 　 Occul・rencc　of lfeteoritcs　in　thc　Mcteoritc　Icc





　 　 　 richcd　Perovskitc　Sphcrules　and　Other　T)'pcs
　 　 of　Sphc1'ulcs　frOm　the　JARE・15　1cc　Core　at
　 　 　 Mizuhe　Station.
　5.　:fatsumoto　Y"　Ji「o　N.　and　Kojimu　H.:　Classifi-
　 　 　 cation　of　Sel・eral　Yamato・75　Chondritcs　(V).
6.　Kojima　H,　and　Ynnai　K.;　Crassification　of　thc
　 　 　 Fcbblc　Size　Mctcorhcs　in　thc　Yamato・74　Col-
1Cαion.
7.　Prinz　M.,　Nchru　C.　E.,　Weisberg　M.　K.,　Dclanc}・
　 　 　 」,　S.　and　Ynnai　K.:　Yamato-691,　A　T)'pe　3　En-
　 　 　 statite　Chondri【c:　Relationship　with　Other　Un・
　 　 　 cquilibrated　Enstatite　Chondrites　(UEC's).
　8.　Takcda　H.,　Mori　H.,　Ikedu　Y,　and　Yanai　K.:
　 　 　 Yamato・79　Howarditcs　and　 their　Primitive
























Takeda H., Ishii T.,  Mori H., Wooden J.  E.,  Prinz 
  M., Delaney J. S. and Nyquist L.  E.: Consorti-
  um Studies on Yamato-74, 75 and 79 Eucrites, 
  and their Relationship. 
Kojima H., Ikeda  Y. and Yanai K.: Classification 
  of the Yamato Carbonaceous Chondrites. 
 Jakcs P. and Bukovanska  M.: New  Czechoslo-
  vakian L-5 Chondrite: Usti Nad Orlici-Ker-
  hartice. 
Yanai K., Kojima H., Prinz M., Nehru C.  E., 
  Weisberg M. K. and Delaney J. S.: Petrologic 
  Studies of Three Primitive Achondrites from 
 the Yamato Mounatins, Antarctica. 
Scott E. R.  D., Taylor  G. J. and Keil K.: Matrix 
  Material in Type 3 Ordinary Chondrites-Com-
  pcsition and Relationship with Chondrules. 
Fredriksson K. and Specht S.: Electron and Ion 
  Probe Determinations of Some Element Parti-
  tions in Individual Chondrites. 
Ikeda Y. and Takeda H.: Petrology of the Y-7308 
 Howardite. 
Delaney J. S.,  O'Neill C., Nehru C.  E.,  Prinz M., 
  Stokes C. P., Yanai, K. and Kojima H.: Classi-
  fication of Some Basaltic Achondrites from the 
  Yamato-79 Meteorite Collection Including Pigeo-
  nite Cumulate Eucrites, a New Group. 
Yanai K. and Kojima H.: Lunar Meteorite in 
  Japanese Collection of the Yamato Meteorites. 
Matsunami S.: Chemical Compositions of Matri-
 ces and  Chondrule-Rims of  Unequilibrated 
  Ordinary  Chondrites. 
Kimura M.: Coarse-Grained Lithic Fragments in 
  Unequilibrated Ordinary Chondrites 
Watanabe S., Kitamura M. and Morimoto 
 Analytical Electron Microscopy of a Chondrule 
  (L3:  ALH-77015) Including Relict Olivine. 
Kitamura  M., Isobe H., Watanabe S. and Mori-
  moto N.: Thermal History  of  'Relict Pyroxene' 
 in the Allende Meteorite. 
 Mori H.  and Takeda H.: An Analytical  Trans-
  mission Electron Microscopic Study of Shock-
  Produced Veins in the Tenham Chondrite . 
Miura Y. and Tomisaka T.: Composition and 
 Structural Substitution of Meteoritic  Plagio-
  clases. 
Smith  D.  G. W., Launspach S. and Miura Y.: Ni, 
  Fe and Co Variation Patterns of Twelve Ant-
  arctic Chondrites. 
Akai J.: Mineralogical Characterization of Matrix 
  Materials in Carbonaceous Chondrite Yamato-
 793321 and Belgica-7904 by HREM. 
Yanxi M. and Shuyuan Z.: High Resolution 
 Electron Microscopy of Pyroxenesfrom Jilin 
 and Shuangyang Chondrites. 
Takahashi  E., Matsui Y. and Ito E.: Melting 
 Phase Relations of Various Chondritesat High 
  Pressures. 
Takahashi E.: On the Origin of Pallasite. 
Suzuki T., Akimoto S. and Fukai  Y.: Iron Hydride 
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     and Origin of Earth: Can E-Chondrite Make 
     Earth? 
30. Nakazawa K. and Hayashi C.: Origin of the 
       Moon. 
31. Fukuoka T. and Suzuki E.: Chemical Composi-
     tions of Yamato Polymict Achondrites.
32. Nagata T., Masuda A., Taguchi I. and Ono  Y.: 
     Chemical Studies on Distribution of Germanium 
     and Gallium in Antarctic Iron Meteorites. 
33. Michel-Levy M. C., Bourot-Denise M., Danon J., 
     Scorzelli R. B. and  Souza-Azevedo I.: Unusual
    Metal Phases in the Tuxtuac LL Chondrite. 
34. Nishikawa Y., Nakamura N. and Hutchison R.: 
     Precise Determination of REE, Ba, Sr, Rb, K,
     Ca and Mg Abundances in the  Individual 
     Chondrules of H-Chondrites. 
35.  Ebihara M.: Neutron Activation Analysis of Rare 
     Earth Elements for Some Meteorites Including 
      Antarctic Meteorites. 
36. Masuda A., Takahashi K. and Shimizu H.: Studies 
     of REE Abundances and Major Element Com-
     positions of Kapoeta,  Juvinas and Roda  Achond-
       rites. 
37. Gibson Jr.  E. K., Cronin J. R., Kotra R. K., Primas 
     T. R. and Moore C. B.: Amino Acids, Carbon 
     and Sulfur Abundances in Antarctic  Carbonace-
      ous Chondrites. 
38. Shimoyama A. and Harada K.: Search for Amino 
     Acids Indigenous to the Yamato-793321 and 
     Belgica-7904 Carbonaceous Chondrites. 
39. Murae T.,  Masuda A. and Takahashi T.: Studies 
     on Organic Components in Carbonaceous 
     Chondrites, Allende, ALH-77307,and Y-74662, 
     by Direct Pyrolysis. 
40. Clayton R. N., Mayeda T. K. and Yanai K.: 
 Oxygen Isotopes in Yamato Meteorites. 
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宙 空:4月4「|,S-310JA8号機 の 打上 げ に成 功 し
た.オ ー リオー ル メ 一 夕 ・サ ンボ トメー タに よ る太 陽 周
辺 光,太 陽 直 達 光 の 可 視 分 光 観 測 を実 施 した.
生 物 ・医 学;定 常 海 洋 観 測 の 他,ウ エ ッデ ル ア ザ ラ シ
に深 度 計 を取 付 け て放 す 実 験 を行 った.ま た,『 シヨ ウ
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　 　　 　 　 　 　 sea　IeveD　(mb)
平均 蒸気 圧(Mean　vapoui　pressUre)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(皿/s)
最 大 風 速 ・10分間 平均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
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・・蹴 ・屈折轍 … のため・見・… であ1
る.昭 和基地では,春 や秋は海氷に囲まれ,そ こに浮ぶ ミ
あ
氷山噸 嫌 の対象である・天気が良いと気温t・'.L"一す1
ミ
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